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　人ロの動き

　4月1日現在
男5，う29（一60）

女5，耳27←65）

計10，756（卜125）

世帯：数2，耳1耳（一15）

（）内は前月との比較

環広
発行川西町・町長浪津正三　編集企画室広報係北村準一　定価　1部5円　印刷白南風社

逡
議
霧
還
遜
纏
躍
灘
肇
き
．
き
垂
毒

　　　　よろこびの高倉小学校

仙田小学校高倉分校が独立して高倉小学校となりました。

さる四日の第一回入学式も無事にすんで、この喜びの顔を

ご覧ください。

，
囹
行
　
事

　
　
四
　
　
月

三
日
　
第
二
次
農
業
構
造
改
善
事

業
推
進
会
議
小
委
員
会
、
土
地

改
良
会
議
、
千
手
婦
人
会

四
日
　
小
中
学
校
入
学
式
、
国
土

　
調
査
測
量
説
明
会
（
五
日
の
両

日
）

六
日
　
土
地
改
良
評
価
委
員
会

　
衛
生
推
進
委
員
会
議

八
日
　
新
任
教
職
員
面
識
会
、
上

野
地
区
婦
人
会

十
日
　
損
害
評
価
員
打
合
せ
会

　
上
野
保
育
園
開
所
式
、
仙
田
地

　
区
開
発
振
興
協
議
会

十
一
日
　
指
定
金
融
機
関
事
務
打

　
合
せ
会
、
室
島
老
人
ク
ラ
ブ

十
二
日
　
川
西
中
学
校
プ
ー
ル
工

事
委
員
会

十
四
日
　
会
計
事
務
打
合
せ
会

＋
五
日
交
通
対
策
協
議
会
、
小

　
学
校
副
読
本
「
わ
た
し
た
ち
の

　
町
・
川
西
町
」
出
版
記
念
の
会

十
七
日
　
国
土
調
査
会
議

十
八
日
　
例
月
出
納
検
査

十
九
日
　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会

　
議
ニ
ナ
一
日
　
教
育
委
員
会

二
十
三
日
　
土
地
改
良
区
総
代
総

　
選
挙

二
＋
五
日
　
高
倉
小
学
校
開
校
式

二
十
八
日
　
民
生
委
員
協
議
会

二
十
九
日
　
川
西
農
協
総
代
会

交
通
安
全
川
西
町
の
春
の

　
　
　
　
　
　
交
通
安
全
運
動

運
動
　
嫉
＋
昔
か

ら
二
十
六
日
ま
で
の
十
日
間
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町
議
会
報
告
（
三
月
定
例
会
・
再
開
）

八
億
五
干
六
百
万
の
新
予
算
が
成
立

役
場
機
構
は
1
0
課
3
室
2
局
に

　
各
常
任
委
員
会
ご
と
の
予
算
審
議
と
議
案
整
理

を
終
え
た
三
月
定
例
会
は
、
二
十
八
に
再
開
し
、

翌
二
十
九
日
の
両
日
に
わ
た
っ
て
、
四
十
七
年
度

の
一
般
会
計
と
六
つ
の
特
別
会
計
予
算
を
成
立
さ

せ
ま
し
た
。
全
会
計
の
規
模
を
単
純
集
計
す
る
と

八
億
五
千
六
百
四
十
一
万
八
千
円
と
い
う
数
字
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
四
十
六
年
度
予
算
に
つ
い
て

も
四
件
が
補
正
さ
れ
、
ほ
か
に
、
川
西
町
課
設
置

条
例
の
一
部
改
正
を
可
決
し
た
結
果
、
商
工
観
光

課
が
同
係
と
し
て
産
業
課
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。

起
立
採
決
に
よ
っ
て
新
年
度
予
算
が
成
立
し
た
。

（
二
十
八
日
の
再
開
議
会
）
　
　
　
♂

条
例
制
定

　
　
　
は
　
五
　
件

　
成
立
し
た
新
予
算
の
各
会
計
別
規
模

は
左
に
掲
げ
た
と
お
り
で
す
。

再
開
議
会
で
は
、
こ
の
予
算
審
議
に

先
立
っ
て
五
件
の
条
例
制
定
を
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
こ
の

な
か
に
は
、
仙
田
小
高
倉
分
校
の
本
校

昇
格
に
伴
う
学
校
給
食
共
同
調
理
場
条

例
の
一
部
改
正
、
川
西
町
財
政
調
整
基

金
条
例
の
制
定
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
前
述
の
課
設
置
条
例
の
一
部

改
正
が
議
決
さ
れ
、
こ
れ
で
役
場
機
構

は
、
四
月
一
日
か
ら
、
教
委
の
三
課
を

含
め
て
十
の
課
と
三
室
二
局
の
構
成
に

な
り
ま
し
た
。

四
十
六
年
度
噛
般
会
計
は

五
億
五
千
五
百
万
に

　
四
十
六
年
度
の
予
算
補
正
は
、
一
般

会
計
、
農
業
共
済
特
別
会
計
、
千
手
簡

易
水
道
特
別
会
計
、
仙
田
同
の
四
つ
で

歳
入
歳
出
に
各
七
百
十
九
万
五
千
円
を

追
加
し
た
一
般
会
計
は
、
そ
の
規
模
を

五
億
五
千
五
百
七
＋
万
八
千
円
に
伸
ば
　
ζ
意
見
を

し
ま
し
た
。

　
展
会
計
の
補
正
は
・
千
手
地
区
の
　
　
企
画
室
へ

水
道
会
計
へ
の
繰
り
出
し
や
道
路
橋
り
。
前
号
の
町
議
会
報
告
や
町
政
コ
ー
ナ

よ
う
費
の
追
加
、
雪
害
対
策
費
の
減
額
　
i
の
記
事
を
ご
覧
い
た
だ
い
た
町
民
の

が
主
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
座
ぶ
と
ん
六
百
　
皆
様
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
意
見
を
ち

枚
二
十
八
万
円
の
支
出
も
目
を
ひ
く
も
　
よ
う
だ
い
し
ま
し
た
。
皆
様
の
町
政
に

の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
す
る
ご
熱
意
に
感
謝
申
し
上
げ
て
お

　
財
政
調
整
基
金
に
は
二
百
六
万
四
千
　
り
ま
す
。
ま
た
、
日
刊
N
紙
「
私
も
一

円
が
積
み
立
て
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
言
」
の
投
書
子
の
ご
意
見
に
つ
い
て
も

　
さ
ら
に
、
請
願
一
件
（
町
道
田
戸
越
拝
読
い
た
し
ま
し
た
。

ケ
沢
線
の
改
良
工
事
に
関
す
る
請
願
）
　
　
広
報
で
説
明
不
足
の
点
等
、
あ
ら
ゆ

も
提
出
さ
れ
、
こ
れ
は
、
所
管
の
常
任
　
る
機
会
を
通
じ
て
皆
様
に
周
知
で
き
る

委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
よ
う
努
力
い
た
し
た
い
と
考
え
て
お
り

　
な
お
、
日
程
の
最
後
に
「
北
方
領
土
　
ま
す
。

日
本
復
帰
促
進
決
議
案
」
が
議
員
発
議
　
　
今
後
も
、
町
政
に
対
す
る
ご
意
見
、

案
と
し
て
提
出
に
な
り
、
原
案
ど
お
り
　
疑
間
な
ど
は
、
積
極
的
に
企
画
室
あ
て

議
決
さ
れ
て
、
会
期
二
十
四
日
間
の
幕
　
お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

を
閉
じ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
企
画
室
長
）

、47年度
　　　　各会計の予算規模

幽一般会計…………5億5491万6千円

　　　・農業基盤の整備　・6千万円の道路新設改

　　　　良費　・川西中プール建設　・保育所（橘）

　　　　建設　　・老人福祉用マイクロバス購入

　　　・千手城跡の観光開発　・仙田地区開発審議

　　　　会の発足などを盛り込んだ予算ですo

圃国保（事業）特別会計一・・1億4305万1千円

　　保険給付費が全体の9割を占めていますo

園国保（施設）特別会計・一…・…4，239万5千円

　　施設整備（診療所建築）を含んだ予算ですo

囹農業共済事業特別会計・・一3』722万4千円

　　　・業務　・農作物共済　・蚕繭共済　・家畜

　　　共済の4本立てになっている予算ですo

圃簡易水道事業特別会計・一・6，403万7千円

　　　。橘地区簡易水道新設　・千手地区の施設増

　　　補を内容としていますo

囹仙田へき地出張診療所特別会計・・峨63万8千円

　　診療収入の見通しは、659万円ですo

囹歯科診療所特別会計・…・………・…815万7千円

　　診療収入として814万円を見込んでいますo

’
ぺ
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日
本
赤
十
字
社
費
納
入
と

　
　
　
　
　
社
員
加
入
の
お
願
い
．

　
こ
と
し
も
、
今
月
一
日
、
全
国
い
っ
，

せ
い
に
赤
十
字
増
強
運
動
が
始
ま
り
ま

し
た
。
乙
の
運
動
は
、
五
月
末
日
ま
で

続
け
ら
れ
ま
す
。

　
日
赤
事
業
と
い
い
ま
す
と
、
川
西
町

は
、
毎
年
、
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
得
て

り
っ
ぱ
な
成
績
を
あ
げ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
さ
き
に
、
日
赤
社

員
社
費
功
労
表
彰
を
受
け
る
と
い
う
実

績
に
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
、
町
の
博
愛
の

精
神
を
広
く
示
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た

あ
ら
た
め
て
、
こ
の
機
会
に
ご
協
力
を

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
日
赤
は
、
血
液

事
業
、
災
害
救
護
等
を
は
じ
め
と
し
て

広
範
多
岐
に
わ
た
る
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
県
内
で
も
、
最
近
は
市
町
村

と
共
同
で
交
通
事
故
の
多
発
に
対
処
す

る
「
小
学
生
新
入
学
児
童
の
黄
色
い
帽

子
を
無
料
贈
呈
」
な
ど
、
福
祉
事
業
の

新
開
拓
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
外
で
は
、
新
興
国
赤
十
字

の
援
助
、
紛
争
や
災
害
の
た
め
に
苦
し

ん
で
い
る
国
々
へ
の
緊
急
援
護
等
、
活

発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
皆
さ

ん
か
ら
の
社
費
と
篤
志
金
に
よ
っ
て
ま

か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
・

　
赤
十
字
事
業
に
対
す
る
要
請
が
増
大

す
る
い
っ
ぽ
う
で
あ
る
こ
と
を
ご
認
識

い
た
だ
き
、
こ
と
し
の
増
強
運
動
に
際

し
て
は
、
ぜ
ひ
、
全
社
員
の
三
百
円
社

費
完
納
と
全
戸
加
入
を
達
成
で
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
社
員
社
費
納
入
事
務
に
つ
い

て
は
、
例
年
ど
お
り
、
町
政
事
務
嘱
託

員
を
通
じ
て
お
願
い
す
る
手
は
ず
に
な

っ
て
い
ま
す
。

（
川
西
町
分
区
）

赤
十
字
は

　
　
人
道
の
か
け
橋

（
七
二
年
赤
十
字
国
際
標
語
）

飼
い
犬
の
係
留
は

万
全
で
し
ょ
う
か

　
先
月
末
、
中
仙
田
一
住
民
の
か
た
か

ら
投
書
を
ち
ょ
う
だ
い
し
ま
し
た
。

　
〃
前
略
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
け

さ
も
、
ま
た
、
に
わ
と
り
を
犬
に
や
ら

れ
ま
し
た
。
ど
う
か
、
犬
の
放
し
飼
い

を
せ
ぬ
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
る
よ
う

頼
み
ま
す
。
草
々
〃
と
い
う
の
が
、
そ

の
内
容
で
し
た
。
　
　
，

犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
、
犬
を
飼

う
場
合
は
、
狂
犬
病
予
防
法
、
犬
取
締

条
例
に
よ
っ
て
、
次
の
こ
と
を
守
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〈
登
録
V

　
生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬
を
飼
つ
て

い
る
人
は
、
毎
年
一
回
登
録
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

〈
予
防
注
射
V

　
年
二
回
、
犬
に
狂
犬
病
の
予
防
注
射

を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〈
変
更
届
〉

①
所
有
者
の
住
所
、
氏
名
等
②
犬

の
所
在
地
③
犬
の
所
有
者
　
以
上
に

異
動
の
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
旨
を
届
け

出
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

　
〈
鑑
札
等
の
再
交
付
V

　
犬
の
所
有
者
が
、
鑑
札
や
注
射
済
票

を
亡
失
ま
た
は
損
傷
し
た
と
き
は
、
再

交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
《
係
　
　
留
V

　
飼
い
主
は
、
飼
い
犬
を
常
に
丈
夫
な

綱
、
く
さ
り
等
で
つ
な
ぎ
、
ま
た
は
犬

舎
に
入
れ
る
等
の
措
置
を
し
て
、
人
畜

そ
の
他
に
危
害
を
加
え
、
ま
た
は
迷
惑

を
か
け
な
い
方
法
で
係
留
（
拘
束
）
し

な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

　
〈
捨
て
犬
の
禁
止
V

　
飼
い
主
は
、
犬
を
捨
て
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
飼
い
犬
が
不
用
に
な
つ
た
と
き

は
届
け
出
て
指
示
に
従
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
〈
人
を
か
ん
だ
ら
V

　
飼
い
犬
が
人
を
か
ん
だ
場
合
、
保
健

所
に
届
け
出
て
獣
医
師
に
み
て
も
ら
っ

て
く
だ
さ
い
。
か
ま
れ
た
犬
も
保
健
所

へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
細
部
は
、

　
　
　
　
健
康
管
理
室
へ

　
現
に
、
投
書
で
は
被
害
も
で
て
い
る

よ
う
で
す
。
飼
い
主
の
皆
さ
ん
は
、
犬

の
飼
養
管
理
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
る

よ
う
に
。

　
い
ろ
い
ろ
な
届
け
の
細
か
い
要
領
は

健
康
管
理
室
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

福
祉
年
金
の
定
時
届

を
お
忘
れ
な
く

来
月
六
日
に
福
祉
年
金
の
支
払
い
が

始
ま
り
ま
す
。

　
例
年
の
こ
と
で
す
が
、
今
回
の
支
払

い
期
は
定
時
届
け
を
し
て
い
た
だ
く
時

期
に
あ
た
り
ま
す
。

　
こ
と
し
も
、
次
の
場
所
で
定
時
届
け

を
受
け
付
け
ま
す
か
ら
、
給
付
を
受
け

た
そ
の
足
で
届
け
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ

る
よ
う
に
。

　
一
目
時

　
　
五
月
六
日
（
土
）
　
　
ア
．

　
　
　
　
午
前
九
時
か
ら
十
二
時
ま
で

二三

受
付
け
場
所

　
・
上
野
郵
便
局

　
・
橘
郵
便
局

　
・
仙
田
郵
便
局

　
・
川
西
町
役
場

必
要
な
の
は

　
・
国
民
年
金
証
書

　
・
印
鑑
（
み
と
め
）

　
　
　
　
　
　
－
年
金
係
1
ー

県
政
モ
ニ
タ
ー

の
公
募

　
県
で
昭
和
四
十
七
年
度
の
県
政
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
募
集
人
員
は
六
十
人
。
こ
の
う
ち
、

十
日
町
広
域
生
活
圏
か
ら
四
人
と
い
う

選
定
基
準
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
応
募
先

　
新
潟
市
学
校
町
通
一
番
町
（
郵
便
番

　
号
九
五
一
）
　
新
潟
県
文
書
広
報
課

広
報
係

　
応
募
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
県
政

に
関
す
る
自
由
な
意
見
を
六
百
字
以
内

に
ま
と
め
、
住
所
（
郵
便
番
号
）
、
電

話
番
号
、
氏
名
、
年
令
、
職
業
、
性
別

を
明
記
し
て
、
今
月
二
十
二
日
ま
で
に

前
記
へ
送
付
さ
れ
る
よ
う
に
。

　
公
務
員
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た

満
二
十
歳
以
上
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
詳
し
く
は
企
画
室
へ
。

計
量
器
の

　
　
　
定
期
検
査

　
計
量
法
に
基
づ
い
て
、
今
年
度
は
、

計
量
器
の
定
期
検
査
が
実
施
さ
れ
ま
す

　
詳
し
い
点
に
つ
い
て
は
、
近
く
各
世

帯
に
チ
ラ
シ
を
お
配
り
し
て
周
知
を
は

か
る
予
定
で
す
。

　
定
期
検
査
は
、
計
量
の
安
全
を
は
か

り
、
そ
の
面
か
ら
住
民
の
福
祉
に
貫
献

し
よ
う
と
い
う
目
的
を
持
つ
も
の
で
、

該
当
者
が
検
査
を
受
け
な
い
と
五
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
検
査
に
際
し
て
、
調
査
事
項
も
あ
り

ま
す
の
で
、
チ
ラ
シ
を
よ
く
ご
覧
の
う

え
期
日
等
を
守
る
よ
う
ご
協
力
ね
が
い

ま
す
。

萎
導
萎
萎
萎
萎
萎
￥
萎
萎
萎
萎
萎
萎
菱

囹
町
の
人
事

▽
退
職
／
三
月
三
十
一
日
付

農
業
委
員
会
事
務
局
長
・
沢
口
富
士
雄

健
康
管
理
室
次
長
・
田
中
隆
一
郎
農

業
委
員
会
農
地
係
・
清
水
好
子
　
総
務

課
文
書
係
・
太
田
昭
子

▽
配
置
換
え
／
四
月
一
日
付

健
康
管
理
室
長
・
根
津
正
治
（
社
会
課

長
）
　
農
業
委
員
会
事
務
局
長
・
高
橋

重
英
（
商
工
観
光
課
長
）
　
社
会
課
長

・
星
名
憲
三
（
健
康
管
理
室
長
）
　
税

務
課
長
・
登
坂
奏
平
（
教
育
委
員
会
事

務
局
庶
務
課
長
）
　
　
教
育
委
員
会
事

務
局
庶
務
課
長
・
水
品
忠
雄
（
税
務
課

長
）
　
産
業
課
商
工
観
光
係
長
・
保
坂

国
夫
（
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
長
、

公
民
館
主
事
）
　
同
農
政
係
長
・
須
藤

秀
雄
（
農
業
共
済
係
長
）
　
同
農
業
共

済
係
長
・
宮
昭
一
（
農
林
係
長
）
　
同

農
林
係
長
・
丸
山
惣
吉
（
産
業
課
）

教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
課
社
会

教
育
係
長
、
公
民
館
主
事
・
馬
場
光
雄

（
社
会
教
育
課
庶
務
係
長
）
　
産
業
課

農
林
係
・
小
海
正
隆
（
議
会
事
務
局
）

議
会
事
務
局
・
押
木
久
之
（
農
林
係
）

企
画
室
財
政
係
・
桑
原
セ
キ
禽
納
係
）

税
務
課
税
務
第
一
係
・
大
久
保
雪
子

（
援
護
係
）
　
収
入
役
室
出
納
係
・
五

十
嵐
ワ
カ
（
財
政
係
）
　
社
会
課
援
護

係
・
小
川
則
子
（
税
務
第
一
係
）
　
産

業
課
商
工
観
光
係
・
関
口
真
人
（
国
土

調
査
係
）
　
千
手
保
育
園
・
酒
井
三
治

（
庶
務
係
）
　
総
務
課
庶
務
係
・
羽
鳥

栄
一
（
川
西
中
学
校
）
　
健
康
管
理
室

衛
生
係
・
山
口
紀
子
（
橘
診
療
所
）

上
野
保
育
園
・
田
口
幸
江
（
千
手
保
育

園
）
　
同
・
斉
藤
敏
子
（
同
）
　
総
務

課
車
両
係
・
大
海
基
二
（
土
木
第
二
係
）

同
・
山
口
隆
也
（
衛
生
係
）
　
同
・
谷

井
一
二
（
土
木
第
一
係
）
　
同
・
大
海

均
（
同
）

〈
以
下
は
兼
務
辞
令
〉
　
監
査
委
員

事
務
・
文
書
係
長
星
名
四
郎
　
総
務
課

車
両
係
長
・
消
防
防
災
係
長
関
口
良
平

上
野
保
育
園
長
・
千
手
保
育
園
長
自
井

マ
サ▽

採
用
／
　
四
月
一
日
付

総
務
課
車
両
係
・
小
林
芳
人
　
産
業
課

農
政
係
・
星
名
敏
雄
　
国
土
調
査
課
国

土
調
査
係
・
数
藤
久
　
健
康
管
理
室
衛

生
係
・
高
橋
幸
司
　
上
野
保
育
園
・
水

落
マ
ル
子
　
千
手
保
育
園
・
数
藤
敦
子

同
・
田
中
陽
子
　
上
野
保
育
園
・
斉
木

千
恵
子
　
同
・
高
橋
智
恵
子
　
同
・
竹

村
敏
子
　
同
・
富
井
ミ
チ
子
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確
定
申
告
が
ま
ち
が
っ
て
い
た
と
き

　
昭
和
四
十
六
年
分
の
確
定
申
告
の
受

け
付
け
は
、
先
月
十
五
日
で
終
わ
り
ま

し
た
。
確
定
申
告
後
、
そ
の
内
容
が
ま

ち
が
っ
て
い
た
と
き
は
、
訂
正
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
◎
税
額
を
少
な
く
計
算

　
　
し
て
い
た
と
き

　
納
め
た
税
金
が
少
な
か
つ
た
り
、
還

付
を
受
け
る
税
額
が
多
か
っ
た
り
し
た

と
き
は
、
　
「
修
正
申
告
」
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
調
査
を
う
け
る
前
に
修
正
申
告
を
す

れ
ば
、
過
少
申
告
加
算
税
は
か
か
り
ま

せ
ん
。

ツ反・B　C　G接種のお知らせ

　
◎
税
額
を
多
く
計
算

　
　
し
て
い
た
と
き

　
税
金
を
納
め
す
ぎ
て
い
た
り
、
還
付

を
受
け
る
税
金
が
少
な
か
っ
た
と
き
は

正
当
な
税
額
に
な
お
す
よ
う
に
、
　
『
更

正
の
請
求
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　
期
限
は
、
明
年
三
月
十
五
日
ま
で
で

す
◎　
◎
確
定
申
告
を
忘
れ
て

　
　
　
い
た
と
き

　
期
限
後
で
も
、
確
定
申
告
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
．

　
調
査
を
う
け
る
前
に
申
告
を
す
れ
ば

無
申
告
加
算
税
は
税
額
の
五
％
で
す
が

税
務
署
か
ら
決
定
の
通
知
を
受
け
る
と

一
Q
％
の
無
申
告
加
算
税
が
か
か
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
）

う
ぷ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

駝罐顯
房高正大和
子之洋和美仁

春
繁
　
二
男

一
好
長
女

和
夫
長
男

榮
一
郎
長
男

満
夫
長
男

守
平
長
女

　接種対象者は、昭和16年5月31日からことしの2月20日まで
の間に生まれたかたですo（ただし、15歳以上で2回陽性者は
除きます。）

　地区ごとに、日程は下表のとおりですo定刻にお集まりねが
いますo

鶴根原伊伊室

吉深田友友島

日 区　　　　　域 時　　間 場　　所

4レ／皇o

楚

橘　地区一般（木落除く）
■亀■■隔o●●66噂噂喝亀r働■◎■o■■略亀■欄■o■r■■9働●亀■　　『　　　　　　　■．●，●喝『◎噂働－．．略

　　　〃　　　　　判　　定

2：30～3：00
0噺q辱◎働■噛隔●r■喝－■噸9殉◎脅馬亀■．．◎r．●『噌『

2：30～3：00
橘診療所

4峰6
　憂ゑ

上野地区一般（木落含む）
鴨唖r“◎◎●爾→喝働rrq・o■亀らo嘩喝暢りo■醐■■■Aq』●働魅●r亀●噂ロ鯉る亀幅q鴨略鴨喝噛q蝕亀亀鳥

　　　〃　　　　　判　　定

9：30～10：∞
噺■●、■亀馬◎■喝噛、9噺働亀■働鴨“◎r働亀■r噛亀●■噂も

9：30～10：00

母子健康
センター

◎／10

　糖
千　手　地　区　　一　般
q唱噸■叫殉o働r■一唖嚇rn一働・麟繭噛鳴rr軸q6軸喝燭■●幅．●・『略噂－・働『●『o唖．●略6亀6．6嶋．

　　　〃　　　　　判　　定

9：30～10：30
喝◎●●■弔●q■喝q■●噛－●q幽晦■q喝rr鴨馬・¶嶋、殉『

9：30～10：30
千手診療所

見／10

雀
白　倉　地　区　一　般
一■■噂唖■喝●鳥－噸橋ro9周喝剣魎働唖6●ら噛●』■喝qQr■辱－■嚇●、亀鴫●rり・◎ooもの・．嶋Q噸◎働噂

　　　〃　　　　　判　　定

2：α）～2：30
噸噂噸q●噂軸ら亀●　　　　　　　　　『，　禽qゆ噸働r軸らら『∩

2：CO～2：30

白倉

小中学校

◎／16

　糖
中仙田地区一般““●■噂■嚇つ●鴫4－4“而r■0－◎■●■“OQr■●一碕●r●→－喝r喝弓嫡亀o・　q『●．喝．◎●嶋喝◆・

　　　〃　　　　　判　　定

1：30～2：CO
・6●r◎■■■り●9■■■●r幅●■●働『喝ら角噺q、、応噺ら喝

1：30～2：∞

中イ山田

小　学　校

5／16赤　　岩　地　　区　　一　般 3：00～3：30
赤岩小学校■Q9喝嶋．

18
ror弓囑角．喝馬亀噛6働●軸■●囑q囑■6働衡喚◎喝働隔頓・尾邑・ら喝r亀rro蜘6．、噛燭一『　嶋噂・

　　　〃　　　　　判　　定
噂働噸■

3：00～3：30

5／22
　餌
室島小脇藤沢地区一般
o唖●■“●鳥璽6●輔o臼●隔噺喝噺●■q噂馬，喝■●q◎一●職喝o隔6●o亀幅■●■喝－　q■●．．．●－．鴨噛鞠

　　　〃　　　　　判　　定

1：30～2：CO
o隔晦噂60鳥or，、、■』らq角聖『、嚇、噺q唖、、馬略暁隔唱唖．「

1：30～2：CO
仙田小学校

す／22

　憂4
↓ 2：10～2：40

高倉小学校
高　　倉　　地　　区　　一　般
、◎　屯　、、　、　b　聯南　、　も　亀　唱　亀6　、∩働弓電馬働　『　魅　『　も　¶　、、　噂　、　喝　魅　、　・　、一も　噛噛、㍉』　㌧　㌧　殉　Ω　、

　　　〃　　　　　判　　定

、　㌧、ら　　●働一、■暫殉偽』●、、噛，轍隔、『、幅噌り魎、r殉角、『鞠｝

　2：↑0～2：40

清
水
　
亨

丸
山
美
紀

茂
野
勝
彦

五
＋
川
美
香

若
山
優
子

正敏　 正忠
義雄守男雄

二
男
中
島
町

長
女
上
野

長
男
中
屋
敷

長
女
永
久
公
舎

二
女
新
町
新
田

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

⑳　新
郎
　
高
橋
　
　
健
　
田
　
戸

　
新
婦
　
高
橋
紀
美
手
　
赤
　
谷
か
ら

鱒　新
郎
　
酒
井
　
十
吉
　
十
日
町
か
ら

　
新
婦
　
酒
井
ユ
キ
子
　
上
　
町

働　新
郎
　
高
橋
　
雅
雄
　
坪
　
山

　
新
婦
　
阿
部
ム
ツ
子
　
十
日
町
か
ら

鱒　新
郎
　
村
越
　
勝
二
　
野
　
口

　
新
婦
長
岡
“
夫
美
子
兵
庫
か
ら

の　新
郎
　
水
品
　
芳
木
　
上
　
野

　
新
婦
　
遠
藤
　
久
子
　
茨
　
城
か
ら

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

藤
巻
ミ
サ
ノ

蔵
晶
チ
ヨ

澤
ロ
テ
ツ

星
名
鉄
太
郎

中
嶋
玉
直

田
村
茂
平

平
野
鶴
之
助

高高米佐
橋橋山藤

福俊ナノ、
市治ヲマ

秦
野
慶
三
郎

蔵
品
要
吉

小
嶋
　
ヨ
シ

丸
山
リ
ク

塩
辛
霜
條

下
平
新
田

沖
立

新
町
新
田

鶴
吉

四
郎
兼

中
屋
敷
室
島

大
白
倉
・

伊
友
仁
田
霜
條

新
町
新
田

原
田

八八八七七七七七七七七六六六五
五三二七七七六六六二一九七五六

＊
丸
山
精
二
郎
さ
ん
（
原
田
、
町
収

入
役
）
か
ら
、
先
月
二
十
三
日
に
な

く
な
ら
れ
た
母
リ
ク
さ
ん
の
香
典
返

し
と
し
て
五
万
円
を
。

＊
秦
野
勇
一
郎
さ
ん
（
仁
田
）
か
ら

や
は
り
先
月
二
十
六
日
に
な
く
な
ら

れ
た
父
慶
三
郎
さ
ん
の
香
典
返
し
と

し
て
一
万
円
を
。

こ
れ
は
学
校
ヘ

　
　
　
　
テ
レ
ビ
な
ど

X
小
林
源
吉
さ
ん
（
元
町
）
か
ら
、

上
野
小
学
校
に
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
（
十

九
イ
ン
チ
）
一
台
が
寄
贈
さ
れ
て
い

ま
す
。

X
川
西
中
学
校
に
、
猟
友
会
の
千
手

地
区
の
皆
さ
ん
か
ら
獣
の
は
く
製
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
嘱
託
員

　
　
　
…
…
…
…
…
…
④

〈
仙
田
地
区
V

◎
高
倉
・
高
橋
ヲ
ン
ノ
　
◎
小
白
倉
・

江
口
正
平

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
今
回
で
、
新
し
い
町
政
事
務
嘱
託
員

各
位
の
紹
介
を
終
わ
り
ま
す
。

　
　
民
俗
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
月
分
）

囹
入
手
品

ま
ゆ
ケ
バ
取
り
器
、
ツ
ク
織
り
機
、
だ

い
ず
カ
ス
け
ず
り
器
、
ワ
ラ
製
め
し
ぴ

つ
囹
寄
　
贈
　
者
　
　
（
敬
称
略
）

川
崎
孝
治
（
越
ケ
沢
）
　
　
川
崎
福
松

（
同
）
　
上
村
竜
平
（
下
平
新
田
）

小
川
吉
江
（
岩
瀬
）

　
　
納
税
メ
モ

今
月
は

　
固
定
資
産
税

　
　
第
一
期
分
の
納
期
で
す
。

　
固
定
資
産
税
は
、
四
、
七
、
九

十
一
月
の
四
回
に
分
け
て
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
納
税
通
知
書
が
お
手
元
に
届
き

ま
し
た
ら
、
よ
く
確
か
め
て
、
期

限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
第
一
期
分
を
納
付
の
際
、
二
、

三
、
四
期
分
を
合
わ
せ
て
納
付
い

た
だ
く
と
、
前
納
報
償
金
を
交
付

し
ま
す
。

来
月
は

　
軽
自
動
車
税
の

　
納
期
で
す
。

社
協
へ

　
　
　
寄
付
二
件

　
　
　
　
　
一

　
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
あ
て
て
、

こ
の
ほ
ど
、
二
件
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
次
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

童
礁
愈

幽》太田自南

風
選

活
け
ら
れ
し
ま
ま
ふ
く
ら
み
て
猫
柳

春
光
に
打
ち
込
む
鍬
の
土
匂
う

堆
肥
積
む
ホ
ー
ク
春
光
は
ね
返
し

降
り
注
ぐ
雨
を
ふ
く
ん
で
柳
の
芽

ゆ
ら
ぎ
を
る
芽
ポ
プ
ラ
の
影
乳
母
車

春
水
の
瀬
の
寄
せ
て
い
る
蛇
籠
組
む

入
学
の
子
に
付
く
母
の
い
そ
い
そ
と

桜
餅
売
る
大
入
り
の
峠
茶
屋

髪
染
め
て
爪
染
め
た
娘
と
花
見
か
な

駅
裏
に
バ
ス
を
待
ち
を
り
春
の
雨

雪
割
つ
て
夕
焼
し
づ
む
海
の
色

　
　
　
　
在
草
加
市
　
金
子
洋
石

　
　
　
　
小
白
倉
江
口
凡
石

　
　
　
　
小
白
倉
　
片
桐
玉
章

　
　
　
　
　
長
岡
金
子
且
雀

　
　
　
　
　
松
風
園
南
雲
文
峯




